
　2017年7月7日，保健科学研究院にて第3回国際シ
ンポジウム（The  3 rd  FHS  I n t e r na t i ona l  
Conference: Hitch our wagon to a remedy!）を
開催いたしました。2013年，2015年を経て，保健科学
研究院（Faculty of Health Sciences, FHS）が主宰
する国際シンポジウムは第3回目を迎えました。参加者
数は，前回の140名を大きく上回り250名余りとなり
ました。協定校である台湾の台北医学大学，高雄医学
大学，タイのチュラロンコン大学に加えて，韓国の江原
大学／極東大学，さらに国内の大学から研究者を招待
しました。　
　講演者をご紹介します。台北医学大学からDr.  
Pei-Shan TsaiとDr. Horng-Mo Lee，高雄医学大学
からは，Dr. Shih-Fen HsiaoとDr. Ming-Chung 
Chou，江原大学／極東大学からMs. Kyoungmin 
Lee，広島国際大学からMs. Li Cong，そして総合地
球環境学研究所からDr. Hein Mallee，そして保健科
学研究院からコリー紀代先生，唐明輝先生，古川貴之
先生の計10名でした。看護学，臨床検査学，放射線医
学，理学・作業療法学，国際保健学といった広範な保
健医療分野をカバーするシンポジウムになりました。
　10名の講演に加えて，第2回国際シンポジウムから
恒例となった，大学院生によるポスター発表が行われ
ました。台北医学大学，高雄医学大学，チュラロンコン
大学の大学院生を含む76題のポスターが，E棟1階の

多目的室に所狭しと張り巡らされました。おなじみの一
人1分間の口頭によるポスター紹介（「ショットガン・
セッション」）に続いて，一斉にポスター発表が行われ
ました。午前と午後それぞれ90分に及ぶポスターセッ
ションは始終活気に溢れ，大学院生は懸命に英語で自
らの研究を招待研究者に説明し，活発なディスカッショ
ンが行われました。大学院生が海外で開催される国際
学会に参加する機会は限られており，本国際シンポジ
ウムは大学院生にとって大変貴重な機会です。この経
験を今後の研究活動に活かしてもらいたいと期待して
います。
　午後6時30分からは同会場にて立食パーティーが
開かれ，カジュアルな雰囲気の中，国内・海外からの招
待講演者，保健科学研究院の教員，大学院生が懇親し
ました。宴のさなか，ポスター発表の大学院生に贈られ
る「Best Presentation Award」の発表がありまし
た。受賞者は金京室さん（総合健康科学D3），長谷川
純子さん（総合健康科学D2），白澤憲典さん（生体情報
科学M2）の3名でした。
　末筆になりましたが，国内・海外からの招待講演者
各位，座長および発表を引き受けていただいた保健科
学研究院の教員の方々，当日および準備にご尽力いた
だいた国際交流専門部会員および事務の方々，保健科
学研究院長をはじめシンポジウムに参加いただいた教
員，大学院生，学部生のみなさまに感謝申し上げます。
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　国際食資源学院（GFR）は，世界が直面する多様か
つ重層的な食資源問題 （例えば，食糧の確保，食の安
全，食品廃棄，土地劣化など）を理解し，具体的な解決
策を提示・実践できる国際的リーダーを養成すること
を教育理念とする大学院で平成29年4月に開学しまし
た。GFRの教育の特徴としては海外での実学教育（本
年度はデンマークとミャンマー），文理融合教育，海外
からの招聘教員による講義（全講義の1/3程度）など既
存の大学院にはないシラバス構成となっており，講義
は全て英語で行われています。保健科学研究院は，食
資源と健康という視点をGFRの学生さんに理解しても
らうためにGFRの設置準備の段階から保健科学研究
院の山内教授をはじめ多くの先生方が積極的に関わっ
てまいりました。保健科学研究院からも複数の先生方
にGFRで講義をしていただいております。GFRは教育
の大学院ですが，GFRの専任教員はGI-CoREにも所

属しており，その教員ネットワークを生かした分野を横
断した研究ができる体制となっています。現在，私はこ
の教員ネットワークと保健科学研究院のパイプになっ
ております。保健科学研究院の先生方の研究の発展に
お役に立てれば幸いです。

ポスターセッション 参加者の皆様による寄せ書き

北海道大学大学院国際食資源学院の紹介
健康科学分野　准教授　武田　晴治
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特　集

国際食資源学院の教員とその教育研究分野

　平成29年度から北海道大学に新たな大学院として
医理工学院が開校しました。目的は人工知能など目覚
ましい進歩を続けている理工系の科学技術を医学に
活用できる人材の育成を行うことです。医学研究院の
白土博樹教授を学院長として，保健科学研究院，工学
研究院，理学研究院などからも教員15名（教授6名，准
教授3名，講師2名，助教4名）が専任教員として，また
その他数名が兼任教員として医理工学院の学生を教
育・指導しています。北大の利点は，これらの研究院が
ひとつのキャンパス内に集まっていることです。とは言
いましても新たな校舎が建ったわけでもなく，それぞれ
の教員が所属する研究院に学生が頻繁に移動して講
義を受けており，広大な北大の中を走り回っているよう
です。
　医理工学院の構成は，物理学系を主とした量子医理
工学コースと，医学生物学系を軸とした分子医理工学
コースに大別されます。それぞれのコースに保健科学
研究院からは石川正純教授と私が専任教員をしていま

す。今年の修士課程入学者は15名で，そのうち保健学
科放射線技術科学専攻卒業生は8名です。今後も医理
工学院入学者の半数以上は保健学科出身者で占めら
れることになるでしょう。

北海道大学大学院医理工学院の紹介
医用生体理工学分野　教授　加藤　千恵次




